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　B－61 久一鹸化栃粒i-の名･趨水盛呟島々子審夏fにお･ﾅる凝動L乙繊維への坊染性

　　　　姫味短大　0 i・珍十鶴｝

　　　　神戸尺ｴｰ　応泰　阻隆

　i6り禎執にft ^べ, 5 P <!.のI なる各棟分数^^中に加f i メ- 臨匈政子の凝集抱と

繊維への汚染性につヽヽて調べ十峠t．s浬匯のv吋

rは。粒みの分散昏むiはけ（こふく。繊維への溥^性は低いこい哺ヵヽ。たダ、s p fi

り呻にﾀこぎな氷^ft俵り゛は- 也に, 繊維への埓'-i性i"ヽ糾ヽことfヽ認めり

苓れTヽは、永+|降中にふ攻の水感性島タキi藻解し、これb と名3uヽ淮昶中X'のメ- Fe.心

無i-ﾀ）激集狸と織陳へのｼV律Pμ劾呆なﾋ笛フベ研免t た。

　万湊　寅絃にかぺM刄陣島々Vは. や和気戦r、比雑的ｼ'^染防肩ヵ梁肩ざあ4 ･ ヘア

･レヤン隣ヽノ- ;■"･　ftIし素゛今シ･(■りし包･レロ’ス、X."リアりりレ酸. なリア7 りむ･級ソー八

かリヒ゛’･レア･しコーIし, *･リフフ7 <)Iし7 マづF≒　t;ヽよび｀X")ヱ､今･レンイ;■ンTあろ。水落･

作烏/^チ奏液わこおすi (メー私ら鉢｝め凝集性よ、粒ふめ麗障体鑓と顕雛鏡紅命にい

て匯V ,　レーｌ yT;･よび｀fﾘｴｰ久? Iレ4･ヽの埓管弦は男葦布^）反射争心

らに高タキμ琢をの乃壕作-なn:つぃ７も実験口≒

　結呆　一社it. 小殤唯あタ手盛皮ずで. 又- 脳ら牡りま凝釦丈態1 不し、miへ回5

剌祐なヵわり£められI. 永疼ft 烏右手邱葦度ヵヽヽ贈す(: 7 れて、一般に繊維へ<7) if 刺ぢに

勧－はいなる*･、地り為なi h、ろ. し脳ら分散表割こ塙^ ^

時に5?t c tるt, ■>k海狸島々子勤理今の;了知同心、まむ理やリi染幸川如ヽil i .T、

卜特にX- '} 7 り) ’レアマ-(ﾄﾞだ哩今の埓染≪>･■£でヽヽ。繊維への埓梁ft It I －9 ンろ･i-び

μリI,スヤ･レ命芙(; l?t鞍りj: < 以た傾向J 呆す。

B－62 油性汚れの洗浄に聞する研究
　　　大阪市大生活科学　o福本律子　藤升冨美子　凍0･春彦

　目的　4 用I た衣類に付iする汚れの約so % は油性巧れr'あ'). i >:して人体皮脂に由

未する。皮脂は遊離馴

スチルおよび脂肪アルコール1ヽどからなヽる､複雑4ヽ混徊勿で、約dl tで融M-し液体となる。

皮脂が液体である場合にはロー')ンダア､､､フ･機ヽ構によ･μL較的匁ろに除去されるが、通常

我国でおこなわれる木洗浄で(1.皮脂の大が分は固体であり、之の場合にil、界面活性剤

による可溶北16 X び液晶の生成が重委々機構と言われている。本研児しりレミ千ン酸を回

体油性汚れのモヂ)しとし. その除去に及ぼす尋&活性剤濃度、および種々の添加物の影響

にっいて検討をおこな。た。
　方法　パルミチン酸（0。のベンゼン溶液（iO簡U）/'ndt領製綿布に付iでぞ、溥巣

今を持戒I た。■:浄液としてSi>Sおよび゛SOSとエタノール、ブタノール、募素のそれ

ぞれの混合水溶液t用い。所定時聞イン=>[・ベーダ一により沈滞Iおこなｰ。た。沈滞前後

のUiエチ･しi. -テルで抽i):;し、そのメチルエステルをGi L Cによ')定量し、洗浄雫を求

めた。
　結果　ペルミ･チン酸(i. その融*以上の液体状悋で最高の沈浄摩I示刹融点､>;A下の圃

体のバ､しミ千ン酸II S P SのC ・ヽ､c以上の濃度において. 々の濃度の増加ととi /こ沈滞帯

は向上し　とくに濃厚溶液では融点における沈滞摩とほぼ同等の沈滞手が待られた。

　i 0 ^ 水溶液へのゲクノ- ノレの添加はパ､レミ千ン酸の鞄去に着しい効果を示-i!i)<、エタ

ノ- ･し、。尿素はあi）寄与しない。




